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▲耐震構造の体育館（府中第三中学校）

　

こ
の
議
案
は
、
基
金
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
市
民
活
動
推
進

基
金
を
新
設
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

主
な
改
正
点
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
文
化
振
興
基
金
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
、
国
際
交
流
基
金
は
、

新
設
さ
れ
る
基
金
に
そ
の
役
割
を
ゆ
だ
ね
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
信
用
保
証
制
度
の
充
実
に
よ
り
融
資
基
金
を
廃
止
す
る

ほ
か
、
病
院
誘
致
基
金
は
、
誘
致
に
関
す
る
事
業
の
終
了
に
よ
り

廃
止
す
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
市
民
活
動
推
進
基
金
の
目
的
は
、
廃
止
す
る

基
金
の
目
的
も
含
め
、
さ
ら
に
別
の
要
素
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
基
金
の
統
合
は
、
低
金
利
下
で
利
子
運
用
基
金
が
機
能

を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
、
新
た
な
目
的
を
も
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
た
め
に

行
う
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
児
童
が
心
身
に
障
害
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る

入
会
資
格
に
係
る
学
年
要
件
を
見
直
し
、
小
学
校
第
４
学
年
ま
で

延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
福
祉
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
改
正
は
、
現
行
の
入
会
資
格
で
あ
る
小
学
校
第
１
学
年
か

ら
第
３
学
年
ま
で
を
、
児
童
の
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
き
は
、
第

４
学
年
ま
で
と
す
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
現
在
、
39
名
の
児
童
が
在
籍
し
て
お
り
、
入

会
に
際
し
て
は
、
審
査
会
に
お
い
て
、
本
人
の
様
子
を
み
て
、
保

護
者
か
ら
の
書
類
を
審
査
し
、
障
害
の
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
決
定
し
て
い
る
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
障
害
の
あ
る
子
供
は
、
個
人
差
が
あ
り
、
一
律
に

学
年
だ
け
の
要
件
で
分
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
柔
軟
に
考

え
、
検
討
し
て
ほ
し
い
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
臨
時
休
館
日
を
減
ら
し
、
休
館
日
を
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
運
営
体
制
と
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
は
、
施
設
保
守
点
検
や
各
種
修
繕
等

で
臨
時
休
館
日
を
設
け
て
お
り
、
知
ら
ず
に
来
館
す
る
市
民
も
多

い
。
そ
こ
で
、
休
館
日
を
毎
週
月
曜
日
に
定
例
化
す
る
こ
と
に
よ

り
臨
時
休
館
日
を
減
ら
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
運
営
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
も
休
館
日
を
定
例
化
す
る
が
、
第

１
月
曜
日
、
第
３
水
・
木
曜
日
を
休
館
日
と
し
、
団
体
利
用
に
配

慮
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
休
館
日
も
国
民
の
祝
日
に
あ
た
る
場
合

は
、
後
日
へ
変
更
す
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
定
例
化
に
よ
る
休
館
日
の
年
間
日
数
は
、
従

来
と
変
更
は
な
い
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
構
成
市
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、

清
化
園
衛
生
組
合
の
し
尿
処
理
が
終
了
し
た
た
め
、
同
組
合
を
解

散
す
る
も
の
。

　

国
立
市
に
あ
る
清
化
園
衛
生
組
合
は
、
府
中
市
、
国
立
市
、
国

分
寺
市
の
し
尿
を
約
40
年
に
わ
た
り
処
理
し
て
き
た
一
部
事
務
組

合
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
た
め
、
関
係
者
に

よ
る
解
散
に
向
け
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
ま
と
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

組
合
の
解
散
と
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
衛
生
的
に
安
定
し
て
、
し
尿

処
理
を
し
て
き
た
成
果
は
多
大
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
近
隣
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
き
た
こ
と
を
考
慮
し
、
財
産
を
均
等
配
分
す
る

こ
と
と
し
た
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
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昨
今
、
大
き

な
社
会
問
題
の
一
つ
に
、
落
書
き

の
問
題
が
あ
る
。

　

地
域
の
美
観
を
損
ね
、
道
徳
意

識
や
モ
ラ
ル
の
低
下
が
指
摘
さ
れ

る
中
、
各
地
で
は
、
迷
惑
防
止
条

例
等
を
制
定
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

市
は
、
総
合
計
画
の
中
で
﹁
安

全
で
快
適
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

を
進
め
、
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
落
書
き
の
防
止
に
つ

い
て
、
対
策
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

落
書
き
防
止
等

の
対
応
は
、
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
環
境
推
進
委
員
を
設
置
し
、

市
民
と
の
協
力
体
制
の
構
築
が
必

要
と
考
え
る
。

　

来
年
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
実
施
し
、
環
境
美
化
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
目
指
し
た
い
。

　

ま
た
、
落
書
き
の
規
制
だ
け
で

は
な
く
自
由
な
活
動
の
場
を
提
供

す
る
等
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の

観
点
で
も
検
討
し
た
い
。

　

市
立
小
学
校
の
小
動
物
飼
育
の
今

後
に
つ
い
て

奈
良
崎　

久
和
議
員　

長
引
く
不

況
の
影
響
か
ら
、
多
く
の
企
業
が

生
き
残
り
を
か
け
企
業
努
力
を
重

ね
て
い
る
。

　

委
託
業
務
を
行
う
業
者
は
、
競

争
入
札
の
際
、
過
当
競
争
の
あ
ま

り
、
健
全
な
入
札
が
で
き
な
い
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
入
札
に
際
し
て
は
、

委
託
業
務
に
支
障
を
来
た
し
か
ね

な
い
低
価
格
入
札
を
防
ぐ
た
め
、

最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

財
務
部
長　

最
低
制
限
価
格
制
度

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行

令
で
工
事
等
の
請
負
に
限
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
本
年
３
月
、
全

て
の
請
負
契
約
に
対
象
が
拡
大
さ

れ
た
。

　

市
で
は
、
委
託
契
約
に
お
い
て
、

同
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
た
め
、

予
定
価
格
よ
り
相
当
低
い
価
格
の

落
札
事
例
が
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
業
務
に
支
障

を
来
た
す
問
題
は
生
じ
て
い
な
い

が
、
適
正
か
つ
健
全
な
入
札
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
同
制
度
の
導
入
を

検
討
し
た
い
。

服
部　

ひ
と
み
議
員　

校
舎
や
体

育
館
の
耐
震
・
改
修
整
備
は
、
子

供
た
ち
の
安
全
に
か
か
わ
る
課
題

で
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
も
、
緊
急
か
つ
最
優
先
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
計
画
策
定
の
基
本
的

考
え
方
、
進
ち
ょ
く
状
況
、
耐
震

診
断
・
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

財
源
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

市
長　

耐
震
・
改
修
計
画
は
最
優

先
課
題
で
あ
る
の
で
、
何
よ
り
も

こ
れ
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

単
独
の
体
育
館
は
平
成

14
年
度
を
も
っ
て
全
校
の
耐
震
診

断
が
終
了
し
、
順
次
、
補
強
を
行

っ
て
い
る
。

平
成
15
年

度
以
降
は
、

全
校
の
耐

震
診
断
を

３
か
年
計

画
で
実
施

し
、
改
修

は
、
診
断

結
果
に
よ

り
、
順
次

５
か
年
程

度
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

財
源
は
、
国
庫
補
助
金
、
基
金

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

支
援
費
制
度
の
改
善
を
求
め
て
︱

障
害
者
が
安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
︱
︵
そ
の
２
︶
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校舎や体育館校舎や体育館

早急に耐震・改修整備を早急に耐震・改修整備を

校舎や体育館

早急に耐震・改修整備を

最優先課題として

　　対応していきたい

環
境
美
化
に
取
り
組
む
中

　
　
　

落

書

き

防

止

対

策

は

市
民
と
の
協
力
体
制
が
必
要

　
　
　
　

環
境
美
化
の
条
例
制
定
を
目
指
し
た
い

委託業務の入札に際し委託業務の入札に際し

最低制限価格制度の導入を最低制限価格制度の導入を

委託業務の入札に際し

最低制限価格制度の導入を

法による対象も拡大

制度導入を検討していく


